
非ステロイド剤AIMAXの経口投与による  

豚の発情調整に関する研究  

■（ 第ユ報 ）  

菅原兼太郎 大桶昭・也 加藤己之吉   

1．はじめに  

恵試簸は、岩手大学農学部丹羽教授を中心としナニグループ研究の1貝となって謁同研究として   

箕施した。   

長近繁殖揉の多頭飼育が進み、計画生産から計画出荷につながろ綱領方式の妹系化が考えられ   

るようになってき粘   

繁摩原を飼毒する場合、発情を人為的忙調整することが可能となれば、人工授和も一層容易と  

なり、また分娩の時期在任意に調節し得るため計画生産が出来、その後の飼育や伺糞管理、肥育   

などにも好都合であるばかりでなく、多罰飼育にあたりての省力管理にも明闇ち、黎豚経営上に   

鮮与する南が多いと考えられる。   

従来も牒の発情調繁についての試瞭は行なわれているが、効果ば認められながらも、卵鞄のう  

慣の発生など好ましくない影黎のあることも粥告されている。   

これに対し、最近非ステロイド別の応用による豚の発情調幣の可能が報告されているので、そ   

の効果が的確であり豚体に悪い影智がないものであれば、確探り実際上把応用し侍ろ面が少なく   

ないので、この間題を検討するため実機しプら  

2．材料と方法   

（1）供試薬判  

例試薬剤は英国で開発されたものて、下垂体の他ホルモン分泌を抑制すろ機能をもつ非ステ   

ロ1ド剤てあろ。碓口授与用としてH、これをタルクで1郎のプレミックスとした製品AIM   

AXを使用した。  

（2）供託豚（中ヨークツヤー）  

供試原は未径産1頭、軽蔑5凰計4頭で（称遷†5D短～2501甲）いずれも健康で   

繁殖能力正常と認められるものを供用した。   

別 業別の投与愚と投与方法  

豚托対する薬剤の殻与貴は、製剤AI掴AXを、次の基準で投与した。   
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投与方法は、郡蔓したAヱMAXを飼料に混ぜ、毎夕1回大体琴景位の水を加えて鷺与しナ㌔  

（d）・投与盲謂姶の時朋と投与期間  

薬剤摸」享の時期は、性笥斯の第7～12日、授与期間は1〔ト、∵ 5日間であった。  

（5）横顔調禿黎項  

ÅIMÅⅩの投与が腰の発怖おエび禁矧て及ぼす影響を試験するにあたり、次の事項につい   

て閻察調査した。   

丁、発情抑制幕  

イ、投与中止後発情までの日数  

■ウ、調繁栄偶の状態  

エ、投与中の原の状態   

オ 調整発傍による受胎率、妊娠潮間  

カ、■  ∫  分娩成潰  

キ、   〝  子株の発育   

5：試験の結二限   

上記の方法により実施した試験の磯臭の放熱ま次のとおりである。  

（1）発情印判博  

AIMAXの経口投与把よる発情の抑制確は、4頸申4頭で確実忙次回発情を抑制しち，な   

お、グループ研究としての成嶺は次のとおりであった∩  

先梢抑制峯   

100 界  

ナ2 多  

（2）投与中止後の発情再帰と発情までの日数   

侠試豚4頭とも投与中止後に発情があらゎれ1㌔ 発情再帰までの日数は投与中止後るヨ～9   

日までで、るE＝∃陀2頭、7日呂に1頭、9日日に1頭てあった．   

なお、グループ研究の成徳では、A占領中5～8日までに発情したものが87停（4口／＝）   

で投与中止後の発情は、この期間にまとまってあらわれ、他の占熟ま9日－12日まで忙あら  

－5ふ－   



われ、投与中止12日後陀会頭に発情があらわれた∩   

（5）発情の状態   

同一屑漑つきAIMAX投与前の正規発情時における発情の強さと、投与中止後にあらわれ   

た発情の強さを比較してみたが、ほとんど善がなかっち。また、再帰発情の持続日数も対照の   

ものと若差は認められなかゥた。  

（4）投与申の豚の状態   

AI丸か1Ⅹの経口投与中托食懲その他に副作用がないか親察した結果は、供試牒4頭ともA   

IMムⅩを投与したこと托より飼料の嗜好性がやや低下し、採食時間が若干多くなったので   

慣行よりも水の蒐をやや多くした結果正常の採食味態となった。その他体軋皮族等軋異状  

と思われるものは認められなかった。  

（5）素性試験   

AIMAXの毒性を検討するため経庄原体重2DOkgl頭に、退壌の1日40只のAIM   

AXを52日間毎夕1回連続授与したが、前記のように食慾、抜海、皮放その他に特に異状が  

認められなかった。  

なお、この殻与期間中に無情の再帰も見られなかゥた。  

払）調整発情による受胎率   

Åい粛AX投与中止後に．あらわれた調整発情時に自然交配を行なった結果の受胎状況は第1   

黄のとおりであった（   

第1寮  費 胎 状 況  

ノ拓  高檜  薙次  体茎  前向分】  備   考   

．枕頭懲  i畑発情  受胎状況   ■【  次期の分磯10頭   

2  未   15ロ、0   0受 胎  ll   〝  11頭   

×不受胎   0   廃  用   

り     0  〝  ×  〟   0  次期の分娩 9頭  

なお、グループ研究の成礫は葦2賽のとおりである。  

第2表  受 胎 成．績  

未程産   終ゝ主 産   計   

受 胎  17頭 85痴  17萱覿 77．5節  54頭 81．0痴   

不受胎   5   5   8   

計   20   22   42   

－57－   



（7）妊娠期間  

妊娠期間は、当場の1例では115日てあったが、グループ研究の結果ほ次のとおりで正常   

妊娠崩間の前岡内であった。  

112日 ～ 115日  

112日 ′－ 117日  

御 舟娩成績及び子豚の生時体重  

調贋発情によぅて妊仮した鱒の分娩千席教は、第1葬のとおり初産で11顕で、その平均体   

重は1．2kgて、生後5適時の平均体重は5．2kgで、普通分娩のものと大差がなく、その後   

も順調な発育であった、なお、今後例数を重ね継続調査を行なう予定である。  

（9）分娩離乳彼の発情再帰  

訳語発情に享り妊娠分娩し、離乳した母曙の発情再帰は、普通の妊娠分娩のものと変りはな   

く、鮭乳後10日月に発情が再帰しており異状は認められなかゥち，  

4．喫  豹   

藩の発情調整を目的として非ステロイド剤（ICI55828 A王MAX）を飼料申把混ぜ  

経口投与した結果は次のとおりである。  

≡（1）AI鱒AXの経口投与によって豚の次回発情を確実に抑制し、、投与中止筏大部分のものが   

（87扉）5～8日後に壌申して発情が再帰し、発情調単数果は相当的確であることが認めら   

れた。  

（2）投与中の初期把若干の食慾不振の傾向が見られたが、他に特に甜j作用ほ認められなかりた。  

（5）調整発情の強さ、発情持続日数、分娩離乳彼の発情再帰日数等は、普通のものと差がなかっ  

た。  

（4）調鞋尭愕による初回受胎率の全体の成績は、東経産85努（17／20）、樫産豚77．5停   

（17／22）、計81努（54／42）で、その受胎率は良好であったと思われるn  

15）調紫発情によっ七受胎した啄の妊娠期間、分娩子豚数、子豚の生時体重およぴその後の発育   

は正常であるものと認められた。   

以上の結果から、非ステロイド剤（ICI55828 AIMAX）の経口投与托より、腰の   

発情を調乾し繁殖をはかる目的は十分達し得るものと認められ】㌔  

な考、≒のクケーブ研究の関係機関は次のとおりである。  

－58－   
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代表者  

非ステロイド剤AIMAXの経口投与と  

ホルモン剤併用による豚の発情調整に関する試輪  
（第2報）  

菅原兼太郎 大穂沼地 加藤己之曹   

1．目  的   

さきに、非ステロイド剤AIJWAXの繹「コ投与による豚の究相調準に関する試験の結果につい  

て、第1朝として報告したとおり、これにより豚の発帽を調整して繁殖をはかることが実用的で  

やろと認められたが、劇近、AIMAXの軽口投与後ホルモン剤を併用した試験成練が、諸外国  

で発表されているので、その効果を検討するため、前部のとおりのグループ研究として領地い㌔  

2．材料ならびに方法   

（1）供託薬剤、投与最、投与方法  

経口投与の薬剤はAト成AXで、その投与愚と授与方法は、ともに前回のとおりで、経口投   

与終了後のホルモン剤ほ、P購S、HCGを使用いも  

（2）供 試 原  

供試殊ほ未経痙豚5現で、毘執生年月日、体重は第1実のとおりである。   

第1衷  供 試 橡  

生年月日   産 歴   体 重   

4 5．12‘   
ノ広  山 1晶澗          口  W  

未経塵   170kg   

〝   ′   170 〟   

5  iY   4 5．5．27   ′   150 〝   

（5）試 験 方 法   

AIMAXの経口投与終了後におけるホルモン剤の併用の方法として、第2表の要領により   

5区分に分け、それぞれの景の皮下注射を実施した。  

－59一   


